
紹
介

元
木
泰
雄
・
松
薗
斉
編
著

『
日
記
で
読
む
日
本
中
世
史
』

　
本
書
は
日
本
中
世
に
記
さ
れ
た
古
記
録
（
蔀
日

記
）
を
素
材
と
し
、
そ
の
魅
力
を
一
般
か
ら
研
究

者
ま
で
広
く
伝
え
る
と
い
う
主
旨
の
も
と
編
ま
れ

た
書
物
で
あ
る
。
「
入
門
書
的
役
割
」
と
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
通
常
の
一
般
書
に
留
ま
ら
な
い
。
構

成
は
序
章
及
び
全
一
六
章
の
本
論
、
四
本
の
コ
ラ

ム
、
松
薗
斉
に
よ
る
各
時
代
（
中
世
前
期
、
南
北

朝
・
室
町
期
、
戦
国
期
）
の
古
記
録
に
関
す
る
解

説
か
ら
な
り
、
各
々
最
新
の
研
究
成
果
が
存
分
に

生
か
さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
巻
末
に
は
、

中
世
主
要
日
記
一
覧
（
含
テ
キ
ス
ト
情
報
）
、
参

考
文
献
、
古
代
中
世
紀
行
一
覧
が
配
さ
れ
、
古
記

録
の
所
在
や
書
誌
情
報
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点

も
見
逃
せ
な
い
。

　
以
下
、
各
論
者
が
個
々
の
視
点
で
日
記
を
読
み

解
い
た
本
論
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
時
代
順
、

事
ご
と
に
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
中
世
前
期
に
つ
い

て
。
『
中
右
記
鹸
著
者
藤
原
宗
忠
は
白
河
院
政
期
、

天
皇
・
摂
関
家
寄
り
の
位
置
に
身
を
竃
き
、
院
権

力
登
場
に
よ
る
新
た
な
政
治
状
況
に
批
判
的
視
線

を
送
る
（
佐
藤
健
治
執
筆
。
以
下
各
章
の
執
筆
者

を
（
）
内
に
記
す
）
。
後
に
保
元
の
乱
で
命
を

落
す
藤
原
頼
長
欄
詳
記
』
に
は
、
稀
代
の
学
者
た

る
彼
の
姿
と
、
兄
忠
通
と
の
摂
関
の
継
承
を
め
ぐ

る
相
克
が
描
写
さ
れ
る
（
元
木
泰
雄
）
。
広
範
な

故
実
の
知
識
を
も
っ
て
斜
陽
の
摂
関
に
仕
え
た
平

信
範
は
、
保
元
の
乱
に
至
る
混
乱
の
経
過
を
書
き

記
し
た
（
佐
吉
愛
巳
）
。
続
く
源
平
内
乱
期
の
過

程
を
詳
細
に
記
述
し
た
九
条
兼
実
『
玉
葉
撫
か
ら

は
、
存
在
感
を
増
す
東
国
武
士
団
へ
の
眼
差
が
看

取
さ
れ
る
（
野
口
実
）
。
鎌
倉
幕
府
の
成
立
後
、

『
明
月
記
』
を
著
し
た
藤
原
定
家
は
京
都
歌
壇
で

重
き
を
な
す
一
方
、
得
意
の
和
歌
を
媒
介
に
院
・

幕
府
と
関
係
を
結
び
、
古
典
の
書
写
に
励
ん
だ

（
美
川
圭
）
。
藤
原
経
光
『
民
経
記
』
に
は
、
鎌

倉
期
、
ラ
イ
バ
ル
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
朝
廷
公

事
の
興
隆
に
遇
進
ず
る
筆
者
の
姿
が
あ
る
（
尾
上

陽
介
）
。
鎌
倉
後
期
、
後
醍
醐
天
皇
と
い
う
類
例

の
な
い
人
物
の
出
現
、
公
家
社
会
の
衰
微
、
君
臣

関
係
の
乱
れ
な
ど
に
対
し
て
学
問
的
観
点
か
ら
批

判
を
行
う
『
花
園
天
皇
日
記
睡
か
ら
は
、
屈
折
を

抱
え
る
筆
者
の
心
理
状
態
が
読
み
出
さ
れ
る
（
市

沢
哲
）
。
以
上
か
ら
は
、
公
事
遂
行
を
旨
と
し
な

が
ら
も
、
新
た
な
政
治
状
況
へ
の
対
応
を
模
索
し

て
ゆ
く
公
家
た
ち
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
次
に
、
南
北
朝
・
室
町
期
に
つ
い
て
。
南
北
朝

動
乱
の
最
中
、
朝
廷
で
確
固
た
る
地
位
を
築
か
ん

と
す
る
洞
院
公
賢
燭
園
太
守
臨
か
ら
は
当
時
の
複

雑
な
政
治
状
況
が
垣
間
見
え
（
松
薗
斉
）
、
軌
道

に
乗
っ
た
室
町
幕
府
に
お
い
て
護
持
僧
と
し
て
重

用
さ
れ
た
満
済
は
、
内
密
の
政
治
的
駆
け
引
き
を

『
流
言
漏
壷
日
記
』
に
記
す
（
森
茂
暁
）
。
一
方
、

政
治
か
ら
距
離
を
置
い
た
伏
珍
魚
虚
字
は
『
看
聞

日
記
廓
に
、
音
楽
を
は
じ
め
と
す
る
故
実
の
習
得

へ
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
示
し
た
（
松
薗
斉
）
。

『
三
輪
軒
日
録
篇
に
は
幕
府
・
守
護
か
ら
貿
易
船

の
経
営
を
請
負
っ
た
禅
僧
た
ち
の
活
躍
が
み
ら
れ

（
須
田
牧
子
）
、
甘
露
寺
親
長
『
親
長
附
記
』
か

ら
は
、
応
仁
の
乱
を
迎
え
幕
府
が
衰
退
す
る
中
で
、

武
家
権
力
を
無
条
件
に
容
認
し
朝
廷
儀
式
の
温
存

を
図
る
と
い
う
、
の
ち
の
戦
国
期
的
な
公
家
の
志

向
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
（
末
柄
豊
）
。
奈
良

興
福
寺
の
院
主
尋
尊
筆
の
『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
舳
に
は
、
公
武
を
巻
き
込
ん
で
展
開
し
た
院
主

職
の
継
承
を
巡
る
政
治
的
な
係
争
の
様
子
が
描
き

出
さ
れ
る
（
安
田
次
郎
）
。
以
上
、
中
世
的
な
秩

序
が
軋
み
を
見
せ
る
中
で
生
き
た
公
家
や
僧
侶
な

ど
の
興
味
深
い
多
様
な
動
き
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
戦
国
期
に
つ
い
て
。
岡
政
基
公
旅
引
付
幅
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介紹

を
記
し
た
九
条
政
基
は
守
護
の
所
領
侵
略
に
堪
え

か
ね
、
自
ら
家
領
の
和
泉
国
日
根
野
荘
に
赴
き
、

当
地
の
人
々
と
関
係
を
結
び
な
が
ら
直
接
支
配
を

行
っ
た
（
廣
田
浩
治
）
。
山
科
書
継
の
『
雷
継
卿

記
駈
に
は
周
囲
の
庶
民
生
活
に
振
り
回
さ
れ
る
言

継
の
姿
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
親
近
感
の
あ

る
公
家
像
が
提
示
さ
れ
る
（
清
水
克
行
）
。
室
町

期
以
降
、
武
家
も
日
記
を
記
す
様
子
が
散
見
さ
れ

る
が
、
豊
臣
秀
次
家
臣
の
駒
井
重
勝
の
『
駒
井
日

記
歴
は
、
豊
臣
政
権
内
の
秀
次
の
位
置
付
け
を
考

え
る
格
好
の
素
材
で
あ
る
（
播
磨
良
紀
）
。
こ
れ

ま
で
に
見
ら
れ
な
い
階
層
の
人
々
が
多
く
臼
記
に

登
場
す
る
点
が
、
当
該
期
の
特
徴
と
し
て
提
示
さ

れ
て
い
る
。

　
本
論
の
紹
介
は
以
上
と
す
る
が
、
こ
の
ほ
か
コ

ラ
ム
な
ど
紙
幅
の
都
合
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
部

分
に
も
、
当
然
な
が
ら
研
究
上
重
要
な
情
報
が
多

数
含
ま
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
各
面
か
ら
は
各
古
記
録
の
多
様
な
記
述

内
容
に
加
え
、
各
執
筆
者
の
問
題
意
識
・
記
述
ス

タ
イ
ル
の
多
様
さ
が
看
取
さ
れ
る
点
は
重
要
で
あ

る
。
記
述
に
あ
た
っ
て
は
各
回
筆
者
の
裁
量
に
任

さ
れ
た
点
が
多
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
あ

る
テ
ク
ス
ト
が
存
在
し
、
そ
こ
に
如
何
様
な
解
釈

が
加
え
ら
れ
う
る
の
か
、
そ
の
醍
醐
味
を
伝
え
る

こ
と
に
関
し
て
本
書
は
大
い
に
成
功
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　
（
A
5
判
、
三
五
二
頁
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

　
　
　
　
二
〇
　
　
年
一
一
月
、
脂
質
三
二
〇
〇
円
）

　
　
（
松
井
直
人
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
V

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

　
研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
史
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
　
　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

　
書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

　
紹
介
3
段
組
、
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
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